
【平成２７年度 宮崎県立宮崎南高等学校 学校関係者評価書】

自己評価(c)
学校関係者評価

評価項目 具体的な方策（Ｐ） 結果と課題（Ｄ） 改善策（Ａ） 評 価 コメント
項目別 総合

項目別 総合
(結果) ①校内実力テストの作問・検 ・それぞれの項目におい

１ 学力向上 ①教師の授業力の向上 ・校内実力テストの作問・検討を通した指導力向 討を通した指導力向上研修に て改善策が確実に実行さ

ｱ)年２回の公開授業を実施すると 上研修及び保健体育科、芸術科、家庭科における ついては、各教科で個別に実 れ、次年度さらに学校運

ともに、授業研修を充実させ、 アクティブラーニングを取り入れた授業研究を実 施し、授業研究の充実を図っ 営が充実することを期待

＊教務部 「わかる授業」の追求を図る。 施できた。また、各教科で事後に協議を行い実施 ていきたい。 しています。

＊進路指導部 ｲ)新たな大学入試を見据えた教育 報告書を作成した。 ・フロンティア科の特徴

＊教育相談部 課程の編成を検討し、適切に授 ・各学年で学力検討会を行い、各教科による分析 ②今後変化していく大学入試 をわかりやすく提示でき

＊情報教育部 業や課題等に反映させる。 と今後の指導方針を協議し、改善策を打ち出した。 ３ にも対応できるように、フロ ３ るようにしてほしい。

(課題) ンティア科改革を反映した教 ・キャリア教育に関して

・フロンティア科改革を反映した教育課程の検討 育課程の検討を普通科へも広 はもっと保護者を巻き込

を普通科へも広げ、大学入試にも対応できる校内 げていく。 む必要があると思いま

の体制を固め、指導の改善が図られるよう工夫す す。

る。 ・指導力向上研修や各学

②生徒の学ぶ意欲の高揚 (結果) ①学習実態調査を定期的に 年での学力検討会の充実

ｱ)マイハイスクールライフの記録 ・家庭学習調査を実施し、生徒の学習状況を把握 ３ 行い家庭学習状況を把握し、 ３ を期待しています。

や面談週間、家庭学習調査等を することができた。 学習量の増加に取り組む。 ・学校の方向性と取組は

利用して、生徒の学習状況を把 (課題) ３ ②家庭学習調査の結果提示の ３ 素晴らしい。

握し、宅習時間の確保と課題の ・家庭学習調査の結果提示の時期が遅く、次の指 時期を早め、調査結果を指導 ・生徒の主体的活積極的

工夫を図る。 導に活かす時機を逸している感がある。 に活かしていく。 な参画による学習指導及

③キャリア教育の推進 (結果) ①進路意識を高めるための び進路指導の展開を期待

ｱ)学校全体計画に基づき、具体的 ・進路意識を高めるため各自が主体的に夢ナビ講 活動（ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽや講座、 しています。

かつ積極的な推進を図る。 座や各種体験、大学説明会等に積極的に参加でき 講演会等）の系統的な実施 ・年齢や経験にかかわら

ｲ)夢ナビ講座やオープンキャンパ た。 について更に検討を深める。 ず教師間の指導力の差が

ス等への参加を推進する。 (課題) ３ ②キャリア教育について、 ３ あるような気がいたしま

ｳ)全教育活動を通した指導体制を ・日常の教育活動において、キャリア教育の観点 特別活動の時間などを有効 す。予習したり理解力の
確立する。 からポイント絞った指導を共通理解する必要があ に活用し、指導を行ってい ある生徒もいれば、その

る。 く。 反対もいるのでどのレベ
ルに合わせて授業を行う
か難しい点もあります

２ 進路目標 ①進路意識の醸成 (結果) ①進路指導については、常 が、学ぶ意欲の低い生徒

の達成 ｱ)「育鵬」「合格体験記」等を用 ・「ＬＨＲ」「総合的な学習の時間」を進路指導に に点検・見直しを図り、さ たちの底上げを図って下

いて、進路指導の充実を図る。 おいて系統的に活用するとともに「進路サポート」 らなる充実に努める。 さる専門の先生がいてく

ｲ)「ＬＨＲ」「図南タイム」「総合 の利用が促進できた。 ３ ②進路講演会や出前講座に ３ ださると学校に活気が生

＊進路指導部 科学」の計画的な実施により、 (課題) ついて、開催時期や学年、 まれると思います。

＊渉外部 進路指導の充実を図る。 ・進路講演会が諸般の事情により実施見送ること 学科で最適な内容になるよ ・大変難しい課題であり

＊情報教育部 なった。普通科へも出前講座を定期的に実施でき う検討する。 ますが、目標が見つかっ

＊図書部 るよう工夫する必要がある。 ていない生徒に１学年が

②進路指導体制の確立 (結果) ①学習会の開催時期や内容 終わる頃までに将来の職

ｱ)生徒の実態を把握し、朝補習や ・各学年やフロンティア科３年において学習会を についてさらなる改善に努 業が見つかると、２，３

土曜講座を計画的に実施し、放 実施したり、２年ではハイレベル講座を実施した める。 年の過ごし方が変わって

課後セミナーの充実を図る。 りして、学習に対する意識の高揚を図ることがで ４ ４ ４ ４ くると思います。引き続

ｲ)各学年のミッションを明確にし きた。 ②自学自習の方法や在り方 き鵬ドリカム講座のよう

た進路指導計画に基づき、的確 (課題) について、あらゆる機会を な活動を充実していただ

な実施を図る。 ・放課後セミナーや自学自習の在り方、試験前の 捉えて、徹底指導を行い、 きますようお願いいたし



家庭学習への取組方など主体的な取組について具 家庭学習の充実を図る。 ます。

体的に指導する必要がある。 ・学力向上は普通科進学

③キャリア教育の充実 (結果) ①インターンシップについ 校の命題であります。教

ｱ)鵬ドリカム講座の更なる充実を ・夏季休業中にインターンシップ期間を設け、１、 て、同窓会の支援のもと、 師個人の力量の陶冶はも

図り、インターンシップ等につ ２年生が本校同窓会とタイアップしたインターン さらなる拡充を推進する。 ちろんのこと、組織的集

いては、鵬同窓会とも連携を図 シップに参加し、進路選択の一助となった。 ４ ４ 団的技量も大きな要素で

り、実施する。 (課題) ②高大連携については、各 す。その点本校は各教科

ｲ)高大連携の継続について、検討 ・高大連携については、本校を核に県内高校も巻 大学との協議を進め、着実 内での意思統一などよい

を進めるとともに、その在り方 き込んだ連携の在り方について詰めていくいく必 に実践していく。 雰囲気で指導がなされて

について改善を図る。 要がある。 いると感じました。言わ

れてからするのではな

く、生徒自らが自己教育

力を発揮して取り組む工

夫をさらに進めると、所

期の目的は達成されると

思います。魅力ある教育

課程の準備でよい生徒の

集まる学校を目指して頑

張りましょう。同窓会と

しても後輩の力の充実は

課題の一つです。支援を

惜しみませんので申しつ

けください。

（注）４段階評価 ・・・ ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する

自己評価(c) 学校関係者評価
評価項目 具体的な方策（Ｐ） 結果と課題（Ｄ） 改善策（Ａ） 評 価 コメント

項目別 総合 項目別 総合

(結果) ①学校行事や部活動等にお ・選挙権の問題も含めて

３ 豊かな人 ①ハイレベルな文武両道の推進 ・部顧問が積極的に学習指導に関わり、部活動と いて、生徒自身が主体的に 南高校ならではの政治教

間性の醸成 ｱ)部活動と学習との両立について 勉強の両立に向けて生徒の意識にも変化が見られ 判断して行動できるよう事 育の研究を進めてほし

職員の共通理解を図る。 改善が図られた。 前指導や仕掛けを充実させ い。

ｲ)文武両道の精神を基に、質の高 ・部活動生集会やキャプテン会を開催し、部活動 る。 ・役員だけでなく一般保

＊生徒指導部 い部活動に取り組ませる。 の活性化のみならず、文武両道の在り方について ３ ②学習に対する姿勢や時間 ３ 護者への意識の拡大も必

＊図書部 も具体的な指導を行うことができた。 管理などハイレベルな文武 要だと思われます。

＊環境保健部 (課題) 両道を目指して粘り強い指 ・生徒の活動は充実して

＊教育相談部 ・部活動生が学校行事のみならず日頃の学級活動 導を継続させていく。 おり、豊かでたくましい

や学習面等でも牽引していく行動力・実践力を育 人間性が培われていると

てていく必要がある。 思います。これも先生方

②自己肯定感の育成 (結果) ①基本的性生活習慣につい の熱心で毅然とした対応

ｱ)FORMを通して言葉遣いや行動 ・自分の姿を見直すというフォームカードが定着 て、服装容儀指導や男女別 の結果だと思います。

様式を身に付けさせる。 するとともに、男女別集会を開催し生徒への意識 集会をとおして、徹底を図 ・積極的な広報活動は本

ｲ)学校行事等の企画・運営が、よ 付けを図ることができた。 っていく。 当に素晴らしかった。今

り生徒の主体的な活動を生かし ・生徒会を中心に各種学校行事において生徒が主 ３ ②生徒会活動について、主 ３ 後も継続してください。

た取組になるよう改善を図る。 体的に活動できた。 権者教育とも関連させ、生 ・中学校との連携を積極

ｳ)地域や各種団体によるボランテ ・多くの生徒が積極的にボランティア活動に参加 徒の主体的活動をさらに推 的に模索されてはどうで

ィア活動への参加をを推進す し、多くのことを学ぶことができた。 ３ 進させる。 ３ しょうか。

る。 (課題) ③集会時マナー、交通マナー ・学校ではよくあいさつ

・常識のある行動、品位のある行動をさらに身に について、生徒会主導の指 してくれますが、通学時

つけさせ、集会時マナー、交通マナーの確立を図 導を検討していきたい。 に暗い生徒が多い気がし



る必要がある。 ます。

・自治会へ「南高通信」

③人間力の醸成 (結果) ①「朝の読書」や日頃の読 を発行されている取組は

ｱ)「朝の読書」の更なる充実を図 ・朝の読書やブックトークを契機に図書館利用者 書活動について、さらなる とても素晴らしいと思い

り、幅のある人材を育成する。 が増加し、貸し出し図書数も増えた。 充実を図っていく。 ます。配付する自治会の
ｲ)主体的な清掃活動を促し、学校 ・人権啓発週間では、各部の作品等の展示や昼休 エリアをもう少し広げて

美化のみならず、社会貢献への み時間を利用して吹奏楽の演奏など啓発活動が充 もさらに効果的かと思い
意識を身に付けさせる。 実した。 ②人権教育の計画的な指導 ます。また、塾や中学校

ｳ)人権教育を計画的に実施すると ・地域の方々を招いての防災訓練及び講話を実施 ４ を図るとともに、ピア・サ ４ にも郵送で送るのもいか
ともに推進体制の充実を図る。 することができた。 ポートを充実させ人間関係 がでしょうか。これまで

ｴ)ピア・サポート等を実施するこ ・ＬＨＲや各種委員会でのピアサポートトレーニ の醸成に努める。 学校だけで行ってきた中
とで、生徒のコミュニケーショ ングの継続的実施により生徒間の人間界作りの支 ③生徒間のよりよい人間関 学校や塾に対するＰＲ活
ン力の向上を図るとともに、教 援ができた。 係づくりのため、ピアサポ 動を、保護者や同窓生の
育相談等を充実する。 (課題) ートを活用するとともに、 ネットワークを活用する

ｵ)定期的なアンケートを実施する ・アンケート等を通して実態把握をするとともに アンケート等を通して、迅 ことで、さらに効果的に
ことで、いじめ等の早期発見に いじめ抑止に向けた具体的な取組を職員と共有す 速な実態把握に努める。 なるのではないかと思い
努めるとともに、根絶を図る。 る必要がある。 ます。宮崎南応援隊（仮

称）のようなＰＲ活動を
４ 保護者・ ①広報活動の充実・中高連携の推進 (結果) ①フロンティア科独自のパ してくれる組織を立ち上

地域との ｱ)学級通信や学年通信、学校ＨＰ ・フロンティア科独自のパンフレットを作成し、 ンフレットを作成し、中学 げてはいかがでしょう

連携推進 を充実させ、幅広い広報を行う。生徒募集や特色理解に貢献できた。 校や学習塾を回るなど、広 か。

ｲ)オープンスクールや中学校訪問 ・「南高通信」を地域の自治会に向けて定期的に発 報に努めた結果、志願者が ・新設の木村拓也賞を受

の充実を図る。 行したり、部活動で地域の活動へ参加したりする 増加したが、今後もさらに 賞した女子バレーボール

＊渉外部 ｳ)広報活動に努め、地域に根ざし、など広報活動が充実した。 推進する。 部のキャプテンの推薦理

＊事務部 応援される学校を目指す。 ・学年通信や進路便り（くすのき通信）の定期的 ４ ②「南高通信」「学年通信」 ４ 由に部活動のみならず、

＊情報教育部 な発行、学校ＨＰの迅速な更新により情報提供等 や学校ＨＰの充実について 部内の学習会も主導した

＊教務部 ができた。 は継続して行う。 旨がありました。そこに

＊進路指導部 (課題) ③部活動での地域の活動へ 象徴されるように部活と

・中学校訪問等の回数を増やしたり、多くの職員 の参加を進めてきたが、今 学習を敵対させるのでは

が関わったり、また保護者との連携や協力を図っ 後はボランティア活動や防 なく共存させる雰囲気が

たりするなどして、本校教育活動への理解や啓発 災活動等への協力も検討し あると思います。生徒の

をさらに進めていく必要がある。 ４ ていきたい。 ４ 主体性を大切にするムー

②ＰＴＡ活動の充実・同窓会との連携 (結果) ①ＰＴＡや同窓会とさらな ドが学校行事全般に見ら

ｱ)講演会や「鵬合格うどん」等に ・本校ＰＴＡ新聞「鵬」が第１６回宮日ＰＴＡ新 る連携をはかり、学校行事 れます。自己教育力が一

おいて、ＰＴＡと教職員が密に 聞コンクール最優秀賞に選ばれた。 等への支援・協力を依頼し 番の教育力だと思いま

連携し、企画・運営を行う。 ・第４回「鵬合格うどん」では、多くの保護者が ていく。 す。育成を追求してくだ

ｲ)「鵬ドリカム講座」やインター 参加・協力するともにテレビや新聞の取材を受け さい。

ンシップについて、同窓会と連 るなど充実した活動となった。 ４ ４ ・学校の教育力が成果を

携し充実を図る。 ・同窓会の熱心な協力により鵬ドリカム講座やイ 発揮するときは、学校、

ンターシップを実施することができた。 ＰＴＡ、同窓会等の関係

(課題) 機関のベクトルが方向性

・今後もＰＴＡや同窓会との更なる連携をはかり、 において一致することが

生徒のためになる活動を広げる必要である。 それぞれの力量以前に重

要なことです。その点本

校はほころびもなく完全

に一致しています。ます

ますの力量発揮が期待さ

れます。

５ 学習環境 ①学習環境の整備・充実 (結果) ①予算の適切な執行により、 ・電話での対応、事務室

の整備・充 ｱ)学校の実態を把握した上で、施 ・駐輪場・武道館・プールの通路の防犯用照明器 かなりの部分で改善が進ん での対応等いつもさわや

実 設整備の整備計画を策定し、安 具の設置 だが、今後もプールなど、 かでとても気持ちよく学

全・安心で学べる環境作りを目 ・特別理科棟廊下（２Ｆから３Ｆ）の転落防止用 整備が進んでいない部分に 校に伺うことができまし

指す。 手すりの設置 ついて、改善されるよう計 た。学校の玄関口として

＊事務部 ・弓道場の昇降式防矢ネットの設置 画を立てていきたい。 今後も事務室一体となり



・体育館外（南北）に生徒用スリッパ専用靴箱の 生徒、先生、保護者をサ

設置 ポートしてください。

・育鵬館入口に障がい車用スロープの設置 ・限られた予算の中で、

・武道場に車イス用段差解消機の設置 ４ ４ ４ ４ 効果的に改修に取り組ま

・職員休憩室内装の改修（壁・天井・畳） れていると思います。後

・体育館及び特別理科棟（１Ｆ）にＡＥＤを設置 はプール改修をよろしく

・テニスコートの防塵用ネットの設置 お願いいたします。

・管理棟（３Ｆ教室）のアルミ引き違い戸に改修 ・学習環境の充実は事務

(課題) 長の努力によりきめ細か

・プール本体及び周辺設備の整備が急務であるが、 く実施されています。長

予算的な問題で先送りとなっている。 期的展望のもと、なおか

つタイムリーな施設改善

をお願いします。

（注）４段階評価 ・・・ ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する


